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  ２０１３年度夏季の電力需給は、定着節電などを織り込んだ上で、予備率３%

以上を確保できる見通しです。 他方、大規模な電源脱落等によって電力需給が
ひっ迫する可能性が懸念されます。 このような中、国民生活、経済活動等への
影響を極力回避した無理のない形で、できる限りの節電をお願いいたします。 

広報

★例えば、ご家庭では、夏にどんな電化製品を使っている
のでしょう？ 

 北海道では、エアコンの使用が少なく、
特に家庭の電力使用が増加する夕方の時
間帯は、照明の節電が重要です。 

北海道の家庭における夏の２０時頃の消費電力 

【節電のポイント（家庭）】 

＜節電メニュー例＞ 
・照明の一部を消す。 
・使用していない部屋の照明を消す。 
・テレビの画面の輝度を下げる。 
・テレビは必要な時以外は消す。 
・冷蔵庫に食品を詰め込み過ぎない。 
・冷蔵庫の扉を開ける時間を 
 できるだけ減らす。 など 

★照明の３割程度を消 
 灯した場合の節電効 
 果は、削減率約７％ 

全需要（①＋②＋③） 

②小口 

③家庭 

①大口 
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★北海道の夏の１日の電気の使われ方 

節電をお願い 
したい時間帯 

７月１日（月）から９月３０日（月）までの平日 （8月13日（火）～15日（木）を除く）  9:00～20:00  

無理のない範囲で、できる限りの節電（数値目標は設けない） ※ 

※ 需給見通しで見込んでいる北海道電力管内の定着節電見込み（▲6.3%（2010年度比） ）を目安としてください。 

２０１３年度夏季の節電をお願いしたい期間・時間・節電目標 

 夏の北海道における平日の電気使用は、
日中から夕方の長い時間帯にピークが継
続することが特徴となっています。 

＜担当：総合エネルギー広報室＞ 

～地域と共生する地熱利用に向けて～ 

平成25年度「地熱開発理解促進関連事業支
援補助金」の公募について 

○補助対象事業等 
  地方公共団体、温泉事業者などが行う、地域の地

熱資源開発への理解促進に資する事業を補助。 
 ◆ソフト支援事業 
  事業例：地熱発電の有識者を招致して行う講習会・

勉強会、稼働中の地熱発電所見学会など 
  
 
 
 
 
 
 ◆ハード支援事業 
  事業例：熱水を活用したハウス栽培施設、融雪パイ

プや養殖施設など 
 
 
 
 
 
 
○補助対象地域 
 ◆地熱発電所が立地している地域 
 ◆地熱発電所の立地を前提として、地熱資源を開発

している地域または今後開発を予定している地域 
○補助率等 
 ◆補助率：定額補助（10/10） 
 ◆補助金額：上限180,000千円、下限1,000千円 
○公募期間 
  平成２５年６月６日（木）～７月５日（金）１２時必着 

詳しくは、当局ホームページをご覧ください。 
http://www.hkd.meti.go.jp/hokne/20130607/index.htm 

＜担当：エネルギー対策課＞ 

詳しくは、当局ホームページをご参照ください。 

 http://www.hkd.meti.go.jp/hokpp/setsuden/index.htm 

http://www.hkd.meti.go.jp/hokne/20130607/index.htm
http://www.hkd.meti.go.jp/hokpp/setsuden/index.htm


環境・エネルギー 

北海道での環境やエネルギーの取組や国等の施策を活用した 
事業の活動状況とその後などをご紹介しています。 

牧場における地中熱交換システムの活用 
＜斉藤牧場（浜中町）＞ 

＜担当：エネルギー対策課＞ 

～取組の概要～ 

  仔牛は気温の変化に弱いことから、牧場の乳牛育成舎では、暖房に大量の灯
油を消費していたが、地中熱交換システムを導入し、乳牛の飼育の冷房・暖房に
活用することにより、大幅な省エネ・省コスト化を実現した。  

平成２５年度優良採石事業所 
北海道経済産業局長表彰 

 平成２５年５月２２日（水）、札幌東急インにて開催された平成２５年度

（一社）日本砕石協会北海道地方本部通常総会において、優良採石事

業所として以下の２事業所に対して、「平成２５年度優良採石事業所北

海道経済産業局長表彰」を授与しました。  

■カブト石材工業株式会社 
  カブト砕石工場 
    （所在地：古宇郡泊村大字泊村） 

■北泉開発株式会社 
  尾幌事業所 
  （所在地：厚岸郡厚岸町） 

『執務における夏季の軽装（クールビス）』を励行中です。 
＜実施期間＞ ５月１日（水）～１０月３１日（木） 

http://www.hkd.meti.go.jp/hokpw/summer13/index.htm 

～ここもポイント～ 

 ・システムの運転コストは、ほぼ送風機の電力のみ。 

 ・熱交換パイプは、耐久性が高く、ほぼメンテナンスフリー。 

～省エネ効果～ 

  エネルギー使用量（原油換算）を年間 約９ｋL削減。 

 

 

 

 この取組を支援した「再生可能エネルギー熱利用加速化支援対策事業」など、省
エネ・新エネ設備導入を支援する補助金を現在、公募中です。 

 補助金の公募情報は、当局ホームページをご参照ください。 

 http://www.hkd.meti.go.jp/hokne/enejigyo/index.htm 

▲地中熱交換システム 

▲熱交換パイプ 

▲仔牛の育成舎 
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 本表彰は、社会資本の整備等に必要不可欠な基礎資材である骨材等を

供給する採石業の健全な発展を図ることを目的として、平成１０年度から

実施しており、特に優れた採石事業所等として団体等からの推薦を受けた

事業所等及び業務管理者（個人）を対象としています。  
＜担当：鉱業課＞ 

http://www.hkd.meti.go.jp/hokpw/summer13/index.htm
http://www.hkd.meti.go.jp/hokne/enejigyo/index.htm

